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ニュース・情報 

お寄せください。 
 

 

 

１）高齢者が楽しみながら 

健康維持できる推進事業         

２）歴史と自然を守り 

伝統文化の伝承 

３）住民どうしのつながりと 

   安全・安心なまちづくり 
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全国統一防火標語 ２０２５年度 

 

『急ぐ日も足止め火を止め準備よし』 

 

〇標語の内容 

 「急ぐ日も足止め火を止め準備よし」は、日頃の生活

で忙しい中でも、火の始末を怠らず、準備をしっかり行

うというメッセージを伝えています。 

〇目的 

 この標語は、家庭や職場、地域における防火意識の高

揚を目的としています。 

〇活用 

 標語は、ポスターヤパンフレットだけでなく、全国火

災予防運動など、さまざまな場面で活用されます。 

大島連合自治会より 

大島連合自治会長 矢野 秀綱 

 初夏の候、校区の皆様におかれましては、お元気にお過

ごしのことと思います。 

 さて、先日実施しました下水清掃にご協力いただき、あ

りがとうございました。 

 今後とも、自治会推進事業には多くの皆様のご理解

とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

３日（火）  館長部会 

５日（木）   

６日（金） 

 １０日（火）  職員研修部会 

１３日（金）  新任館長研修 

 １４日（土）  島カフェ 

１７日（火）  市公連理事会 

２１日（土）  島カフェ 

２４日（火）  講座：輪投げ大会 

２６日（木）  大島連合自治会会長会 

２７日（金）  だれでも食堂 

２８日（土）  島カフェ 

 

 

納期限のお知らせ 

６月３０日（月） 
市県民税（普通徴収） 

【全期・第１期】 

期限内に納付をお願いします 

 

 

 

 
公民館新任職員研修 

 

輪投げ大会のお知らせ 

日 時：６月２４日（火） 

午前１０時３０分～ 

場 所：高齢者福祉センター大島分館 

※上位入賞者には、賞品を用意しています。 

 皆様のご参加お待ちしています。 

問合せ：大島交流センター 

    ☎４５－１００６ 

 

 

 

 

 

※６月５日（木）午前９時からの外科の診療は、先生の都

合により、休診です。 

大島診療所よりお知らせ 
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●市営住宅入居者募集（申込み）● 

 市営住宅への入居者を次のとおり募集します。 

■配布期間：令和７年６月２日（月）～令和７年６月１６日（月） 

■申込期間：令和７年６月２日（月）～令和７年６月１６日（月） 

      ※申込は窓口のみになります（郵送、メール不可）。 

■募集団地：①南小松原、②桜木、③高津、④城下、⑤新田、 

⑥新田第二、⑦北新町、⑧西の土居、⑨新須賀、 

⑩泉宮、⑪西原、⑫治良丸南、⑬治良丸、⑭横山南、⑮

横山北、⑯松原、⑰東田 

※詳細は館内掲示物、新居浜市営住宅管理グループホームページ、

市政だより、新居浜市営住宅管理グループで配布している、市営 

住宅入居者募集要領をご確認ください。 

 

■申込条件：市営住宅入居者募集要領にてご確認ください。 

■問合せ・申込先：新居浜市営住宅管理グループ 

        〒792-0025 新居浜市一宮町一丁目６番３７号 

横山ビル１階 

         ☎0897-47-5218 
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風水害への備え 

 

「備えあれば憂いなし！」備えとは一体どんなこと？ 

 

家族会議を開こう 

 家族そろって災害について話し合い、防災意識を高

めましょう。 

 話し合っておきたいこと 

 Ⅰ．家の周辺の危険個所を全員で確認 

 Ⅱ．避難場所はどこか、どのルートで非難するのか 

 Ⅲ．どうやって連絡を取り合うか、家族がどこに集

合するのか 

 Ⅳ．災害時の役割分担 

 

非常持出品を準備しよう 

 非常食、衣料品、貴重品、救急用品、衛生用品、照 

明、携帯ラジオ、その他必要なものを袋に入れてもち 

出しすい場所に準備しよう 

情報を集めよう 

 台風や豪雨などは、規模や襲来の時期をある程度予 

想できます。 

テレビやラジオ、インターネットから 

天気予報など気象に関する情報をチェックしましょ 

う。 

長く住んでいる人から 

被害は地形と関係があるため過去の災害による被害情 

報が役立ちます。 

自治体や防災関係機関から 

市役所（消防）・警察署から身近な情報を得ることがで 

きます。災害時に避難などの指示が出されたときは、 

すみやかに従いましよう。 

 

 


